
締結した友好都市の盟約書を一緒に手にするバリー市議会議員のバリー・ワード氏と志布市長
＜10月30日　クアハウス碁点での友好都市盟約締結式にて＞
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カナダ・バリー市と友好都市盟約締結
きめ細かな除雪の推進、子育て支援センター紹介、市職員の給与状況ほか
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特
集　

バ
リ
ー
市
と
友
好
都
市
の
盟
約
を
締
結

青少年相互交流を始めて20年

　

村
山
市
と
カ
ナ
ダ
・
バ
リ
ー
市
の
青
少
年
交
流
事

業
は
、
平
成
7
年
と
8
年
に
両
市
長
が
相
互
訪
問
し

た
こ
と
を
き
っ
か
け
に
、
平
成
9
年
か
ら
ス
タ
ー
ト
。

中
学
生
・
高
校
生
の
使
節
団
が
、
毎
年
交
互
に
お
互

い
の
市
を
訪
れ
、
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
な
ど
を
通
し
て
交

流
を
深
め
て
き
ま
し
た
。

　

平
成
29
年
に
交
流
事
業
が
20
年
の
節
目
を
迎
え
る

こ
と
か
ら
、
さ
ら
な
る
交
流
の
発
展
を
目
指
し
、
昨

年
7
月
に
村
山
市
民
友
好
訪
問
団
11
人
が
バ
リ
ー
市

を
訪
問
。
そ
し
て
こ
の
た
び
、
友
好
都
市
盟
約
締
結

の
た
め
、
バ
リ
ー
市
民
友
好
訪
問
団
12
人
が
村
山
市

を
訪
れ
ま
し
た
。
訪
問
団
の
皆
さ
ん
は
10
月
29
日
か

ら
11
月
7
日
ま
で
日
本
に
滞
在
。
村
山
市
に
は
10
月

30
日
か
ら
11
月
5
日
に
訪
れ
、
初
日
に
市
役
所
を
表

敬
訪
問
後
、
友
好
都
市
盟
約
を
締
結
し
ま
し
た
。
10

月
31
日
か
ら
11
月
２
日
ま
で
市
内
外
を
視
察
し
、
そ

の
後
、
市
内
６
家
族
の
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
宅
で
３

泊
４
日
の
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を
行
い
ま
し
た
。

友
好
都
市
盟
約
締
結
式

　

友
好
都
市
盟
約
締
結
式
は
10
月
30
日
に
ク
ア
ハ
ウ

ス
碁
点
で
開
催
し
ま
し
た
。
関
係
者
約
１
０
０
人
が

見
守
る
中
、
志
布
市
長
は
訪
問
団
長
の
バ
リ
ー
市
議

会
議
員
バ
リ
ー
・
ワ
ー
ド
さ
ん
か
ら
受
け
取
っ
た
盟

約
書
に
サ
イ
ン
を
し
、
2
人
で
固
い
握
手
を
交
わ
し

ま
し
た
。

　

締
結
後
に
は
盟
約
締
結
を
祝
う
祝
賀
パ
ー
テ
ィ
ー

を
兼
ね
た
歓
迎
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
を
開
催
。
志
布
市
長

は
「
20
年
間
温
め
て
き
た
友
好
を
発
展
さ
せ
、

末
長
い
交
流
を
続
け
て
い
き
た
い
」
と
、
続
い

て
バ
リ
ー
・
ワ
ー
ド
さ
ん
が
「
盟
約
締
結
を
き
っ

か
け
に
村
山
市
と
バ
リ
ー
市
の
絆
を
さ
ら
に
強
く
し

て
い
き
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　

パ
ー
テ
ィ
ー
で
は
若
二
三
会
に
よ
る
日
本
舞
踊
が

披
露
さ
れ
、
訪
問
団
と
出
席
者
の
皆
さ
ん
は
食
事
を

楽
し
み
な
が
ら
友
好
を
深
め
て
い
ま
し
た
。

ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
宅
で
の
ホ
ー
ム
ス
テ
イ

　

訪
問
団
の
皆
さ
ん
は
11
月
2
日
の
夜
か
ら
５
日
の

朝
ま
で
、
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
宅
で
ホ
ー
ム
ス
テ
イ

を
体
験
。
一
般
家
庭
に
宿
泊
し
友
好
を
深
め
な
が
ら
、

日
本
文
化
や
食
な
ど
を
体
験
し
ま
し
た
。

　

11
月
4
日
に
行
わ
れ
た
さ
よ
な
ら
パ
ー
テ
ィ
で
は
、

訪
問
団
の
皆
さ
ん
が
「
新
し
い
家
族
が
で
き
た
よ
う

だ
」
「
温
か
い
お
も
て
な
し
に
感
謝
」
「
こ
の
交
流

が
ず
っ
と
続
い
て
ほ
し
い
」
と
感
想
を
話
し
、
別
れ

を
惜
し
み
涙
ぐ
む
場
面
も
あ
り
ま
し
た
。

　

訪
問
団
の
皆
さ
ん
は
11
月
5
日
に
村
山
市
を
出
発

し
関
東
地
方
を
視
察
後
、
11
月
7
日
に
カ
ナ
ダ
へ
帰

国
し
ま
し
た
。

　

村
山
市
で
は
今
回
の
盟
約
締
結
を
機
に
、
青
少
年

交
流
を
市
民
全
体
に
広
げ
、
文
化
や
教
育
、
芸
術
、

経
済
な
ど
幅
広
い
分
野
で
の
交
流
へ
と
つ
な
げ
て
い

き
ま
す
。

カナダ・バリー市と

　　友好都市盟約を締結
　村山市とカナダ・バリー市が青少年交流を始めてから今年で20年になります。このたび、

バリー市民友好訪問団が村山市を訪れ、両市の交流がさらに深まるよう、友好都市の盟約を締

結しました。
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特集　バリー市と友好都市盟約を締結

特
集　

バ
リ
ー
市
と
友
好
都
市
盟
約
を
締
結

カナダ・バリー市の紹介

　バリー市は、カナダ東部のオンタリオ州にあり、

州都トロントの北約90キロメートルのところに位置

しています。面積は77平方キロメートル、人口は約

15万人です。約20年間で人口は2倍に増えました。

　バリー市はトロントなど周辺都市との交通の便が

良く、自動車産業や電子工学などの工業が盛んで、

日本企業も進出しています。

　また、湖の入り江を囲むように市街地が広がって

いて、美しい保養地としても知られています。夏は

ヨットやモーターボート、冬は氷上での釣りが楽し

め、四季を通して北米全体から大勢の観光客が訪れ

ています。

↑バリー市民友好訪問団の皆さんが市役所を表敬訪問

↑ホストファミリーの中山一昭さん宅での家庭料理を囲んだ
　ウェルカムパーティー

↑視察で訪れた祥雲寺で座禅を体験

↑さよならパーティーの最後に訪問団とホストファミリーの皆さん
　全員で記念撮影

アメリカ合衆国

アメリカ
合衆国

カナダ

カナダ

トロント

オンタリオ湖

エリ
ー湖

ヒューロン湖

シカゴ

ミ
シ
ガ
ン
湖

スペリオル湖

バリー
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雪
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。
具
体
的
な

内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

■
通
行
に
支
障
が
な
い
よ
う
車
道
幅
員

　

の
確
保
に
努
め
ま
す
。

■
住
宅
等
の
間
口
に
配
慮
し
、
雪
の
塊

　

を
残
さ
な
い
除
雪
を
目
標
と
し
ま
す
。

■
日
中
除
雪
を
強
化
し
、
圧
雪
時
の
路

　

面
整
正
や
拡
幅
調
整
（
幅
出
し
）
作

　

業
を
積
極
的
に
行
い
ま
す
。

  

除
雪
作
業
に
ご
協
力
を

▼
雪
押
し
場
の
確
保
に
ご
協
力
を

　

冬
期
間
に
使
用
し
て
い
な
い
空
地
や

農
地
等
を
道
路
除
雪
の
雪
押
し
場
と
し

て
使
用
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

き
め
細
か
な
除
雪
の
実
施
に
は
、
さ
ら

に
多
く
の
雪
押
し
場
が
必
要
に
な
り
ま

す
。
雪
押
し
場
の
確
保
に
こ
れ
ま
で
以

上
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
深
夜
の
除
雪
作
業
に
ご
理
解
を

　

忙
し
い
朝
の
交
通
や
歩
行
者
の
安
全

特
集　

き
め
細
か
な
除
雪
を
推
進
し
ま
す

除
雪
作
業
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

き
め
細
か
な
除
雪
を
推
進
し
ま
す

　

除
雪
作
業
は
冬
期
間
の
交
通
を
確
保

す
る
重
要
な
も
の
で
す
。
車
道
積
雪
10

セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
以
上
を
目
安
に
作
業

を
開
始
し
ま
す
。
午
前
７
時
ま
で
に
完

了
す
る
計
画
で
す
が
、
降
雪
状
況
に

よ
っ
て
は
目
標
時
間
ま
で
作
業
が
終
わ

ら
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
理

解
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
今
年
度
も
暮
ら
し
や
す
い
環

境
づ
く
り
の
た
め
、
可
能
な
限
り
住
宅

等
の
間
口
に
配
慮
し
た
き
め
細
か
な
除

を
確
保
す
る
た
め
、
真
夜
中
か
ら
の
作

業
が
多
く
な
り
ま
す
。
除
雪
車
の
エ
ン

ジ
ン
音
や
振
動
で
迷
惑
を
お
か
け
し
ま

す
が
、
ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
除
雪
車
に
は
近
寄
ら
な
い
で

　

除
雪
車
か
ら
の
視
界
は
非
常
に
狭

く
、
特
に
後
方
は
大
変
見
づ
ら
く
な
っ

て
い
ま
す
。
除
雪
作
業
中
は
危
険
で
す

の
で
、
人
も
車
も
絶
対
に
近
寄
ら
な
い

で
く
だ
さ
い
。

▼
子
ど
も
の
飛
び
出
し
が
危
な
い

　

そ
り
遊
び
や
ミ
ニ
ス
キ
ー
な
ど
の
楽

し
い
遊
び
も
、
道
路
へ
飛
び
出
し
て
は

大
事
故
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
道
路

付
近
の
雪
山
で
は
絶
対
遊
ば
な
い
・
遊

ば
せ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

▼
路
上
駐
車
は
除
雪
の
大
敵

　

路
上
駐
車
は
除
雪
作
業
の
最
大
の
障

害
。
一
台
で
も
放
置
車
が
あ
る
と
、
除

雪
車
が
入
れ
ず
除
雪
で
き
ま
せ
ん
。

「
路
上
駐
車
は
し
な
い
・
さ
せ
な
い
」

を
合
言
葉
に
、
市
民
全
員
で
迷
惑
す
る

路
上
駐
車
を
な
く
し
ま
し
ょ
う
。

▼
路
上
の
障
害
物
は
撤
去
を

　

除
雪
作
業
の
妨
げ
に
な
る
の
で
、
道

路
へ
せ
り
出
し
た
庭
木
や
生
垣
は
剪せ
ん

定て
い

、
除
去
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
自

宅
前
の
路
上
や
車
庫
出
入
口
に
置
い
て

あ
る
台
や
看
板
用
ブ
ロ
ッ
ク
な
ど
も
片

づ
け
て
く
だ
さ
い
。

▼
道
路
に
雪
を
出
さ
な
い
で

　

各
家
庭
で
行
う
雪
片
付
け
や
屋
根
の

雪
お
ろ
し
の
際
に
道
路
へ
雪
を
出
す

と
、
交
通
障
害
の
原
因
と
な
り
危
険
で

す
。
ま
た
、
道
路
除
雪
の
妨
げ
に
も
な

り
ま
す
。
皆
さ
ん
の
良
識
あ
る
行
動
を

お
願
い
し
ま
す
。

▼
水
路
・
河
川
へ
の
雪
捨
て
は
危
険

　

水
路
や
河
川
へ
の
雪
捨
て
は
、
雪
が

詰
ま
り
、
増
水
、
洪
水
を
起
こ
す
原
因

と
な
り
ま
す
。
水
路
・
河
川
へ
の
雪
捨

て
は
や
め
ま
し
ょ
う
。

■
問
合
せ
／
建
設
課
維
持
係　
　

☎
内
線

236



市内の雪捨て場　　排雪時間〈午前8時30分～午後5時〉

○周辺住宅の環境に配

　慮し、夜間と早朝の

　雪捨てを禁止します。

○必ず時間を守り、安

　全に奥から順に捨て

　てください。

○雪以外のものは絶対

　に捨てないでくださ

　い。

碁点イベント広場 金谷運動広場駐車場 楯岡向原緑地公園

雪
捨
て
場

入口

最
上
川

市
民

体
育
館

碁点交差点

雪捨て場入口

金谷
運動広場

金谷交差点

国
道
13
号

雪捨て場

大沢川

環
境
科
学

研
究
セ
ン
タ
ー

父母
報恩寺

北村山
地域振興局

入
口
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特集　きめ細かな除雪を推進します

特
集　

き
め
細
か
な
除
雪
を
推
進
し
ま
す

■農道の除雪・圧雪に補助金を支給します
　冬期間、樹園地の枝折れや雨よけハウス倒壊な

どの雪による被害を未然に防止するため、果樹園

などに行くための農道の除雪・圧雪にかかる経費

に対し、費用の一部補助を行います。

対象者　3人以上の受益農業者で構成する団体

補助対象事業

①事業主体が除雪機械を賃借またはアタッチメン

　トを購入して運営する農道除雪・圧雪事業

②市指定除雪業者や構成員の農業者などに委託し

　て行う農道除雪・圧雪事業

対象回数　同一路線につき必要と認められる回数

補助金の額　補助対象経費の10分の7以内

申請方法

　申請する方は農林課へご連絡ください。後日、

申請書などを送付します。

その他

　新規路線や除雪機械を取得して事業に取り組む

場合は、事前に農林課にご相談ください。

問農林課農業振興係  ☎内線253

■高齢者世帯へ除雪費を支給します
　平成29年度市民税が非課税の世帯で、次に該当

する方が、業者に住居の雪下ろしや通路の除雪作

業を頼んだ場合、その費用の一部を支給します。

対象世帯　①65歳以上の方のみの世帯

　　　　　②65歳未満の重度障がい者と同居する

　　　　　　65歳以上の世帯

※自力で除雪できる方や生活保護世帯を除きます。

期間　12月～平成30年3月

支給限度額　30,000円（対象経費の10分の８）

問福祉課地域福祉係  ☎内線141

■小型除雪機を貸し出します
　市道・生活道などの除排雪を市民の皆さんが自

ら行う場合、小型除雪機を貸し出しています。

■除排雪作業に報奨金を交付します
　地域ぐるみで一斉に行う排雪作業や、生活道に

おける日常的な除排雪作業に報奨金を交付しています。

■小型除雪機購入費に補助します
　家庭用に購入した新品の小型除雪機に対し補助金

（購入費の10分の1、上限50,000円）を交付しています。

問建設課維持係  ☎内線236

除雪に関する要望・苦情などは

■市道・県道は地区の代表者へ

　すばやく的確な対応を行うため、要望や苦情

などは、各地区の代表者の皆さんが取りまとめて

市役所に連絡することになっています。

■国道は国土交通省へ

問☎(23)2521　FAX(23)2523

国道13号に関する要望などは尾花沢国道維持出

張所へご連絡ください。
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特
集　

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

ポ
ポ
ー
の
ひ
ろ
ば

　

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
ポ
ポ
ー
の
ひ

ろ
ば
は
甑
葉
プ
ラ
ザ
２
階
に
あ
り
、

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ポ
ポ
ー
の
ひ
ろ
ば
が
運
営

を
し
て
い
ま
す
。
就
学
前
の
お
子
さ
ん

と
親
、
祖
父
母
を
対
象
と
し
た
屋
内
広

場
で
す
。
利
用
と
協
力
の
会
員
に
よ
る

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー

事
業
も
行
っ
て
い
ま
す
。

■
ひ
だ
ま
り
ル
ー
ム

　

毎
月
楽
し
い
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
、

親
同
士
の
交
流
を
図
っ
て
い
ま
す
。

開
設
日
時　

火
曜
～
日
曜
日
、
午
前
９

時
30
分
～
午
後
４
時

■
乳
幼
児
一
時
預
か
り
（
要
登
録
）

　

保
育
士
ス
タ
ッ
フ
が
、
最
長
３
時
間

ま
で
の
一
時
預
か
り
を
行
い
ま
す
。
対

象
は
、
生
後
６
か
月
か
ら
就
学
前
ま
で

の
お
子
さ
ん
で
、
利
用
す
る
前
日
の
午

後
４
時
ま
で
予
約
が
必
要
で
す
。

開
設
日
時　

火
曜
～
日
曜
日
（
年
末
年

始
を
除
く
）
、
午
前
９
時
～
午
後
５
時

利
用
料　

１
時
間
６
０
０
円

■
問
合
せ
／
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

ポ
ポ
ー
の
ひ
ろ
ば　
　

☎
（53）
０
９
０
１

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー  

ぐ
ん
ぐ
ん

　

戸
沢
保
育
園
内
に
あ
る
子
育
て
支
援

セ
ン
タ
ー
ぐ
ん
ぐ
ん
は
、
社
会
福
祉
法

人
敬
愛
信
の
会
が
運
営
し
て
い
ま
す
。

主
に
地
域
に
出
向
い
た
子
育
て
支
援
が

特
徴
で
、
遊
び
の
広
場
の
開
設
や
サ
ー

ク
ル
支
援
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
電
話
だ
け
で
な
く
メ
ー
ル
で
の
相

談
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
今
年
５
月

に
は
セ
ン
タ
ー
内
を
拡
張
し
、
親
子
で

利
用
で
き
る
遊
び
場
が
で
き
ま
し
た
。

開
設
日
時　

月
曜
～
土
曜
日
（
祝
日
・

年
末
年
始
を
除
く
）
、
午
前
９
時
～
午
後
３
時

■
出
前
保
育

　

市
内
の
公
立
保
育
施
設
に
出
向
き
、

保
育
施
設
等
に
入
所
前
の
親
子
を
対
象

に
、
体
操
や
手
遊
び
、
工
作
な
ど
で
楽

し
く
交
流
し
て
い
ま
す
。

■
ぐ
ん
ぐ
ん
広
場

　

未
就
学
児
の
親
子
を
対
象
に
、
戸
沢

保
育
園
内
で
遊
び
の
広
場
を
開
設
し
ま
す
。

■
問
合
せ
／
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

ぐ
ん
ぐ
ん　
　
　
　
　

☎
（56）
２
０
０
２

メ
ー
ル
：g

u
n
g
u
n
@

k
e
ia

ish
in

.o
r.jp

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

ど
ん
ぐ
り
広
場

　

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
ど
ん
ぐ
り
広

場
は
、
社
会
福
祉
法
人
ふ
た
ば
保
育
園

が
運
営
し
て
い
ま
す
。
今
年
４
月
に
認

定
こ
ど
も
園
ふ
た
ば
大
高
根
保
育
園
内

に
設
置
さ
れ
た
施
設
で
、
就
学
前
の
お

子
さ
ん
と
親
、
祖
父
母
を
対
象
と
し
た

屋
内
の
遊
び
場
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

　

市
は
、
子
育
て
支
援
の
充
実
を
図
る

た
め
、
市
内
３
か
所
に
子
育
て
支
援
拠

点
施
設
を
設
置
し
て
い
ま
す
。
今
年
か

ら
、
各
拠
点
施
設
の
名
称
の
頭
を
「
子

育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
」
に
統
一
し
、
分

か
り
や
す
く
し
て
い
ま
す
。

　

ど
の
拠
点
施
設
も
育
児
講
座
の
実
施

や
相
談
窓
口
を
設
置
し
て
い
ま
す
が
、

そ
れ
ぞ
れ
に
特
徴
が
あ
り
ま
す
の
で
、

そ
の
支
援
内
容
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

市
内
に
3
つ
の
子
育
て
拠
点
施
設

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

■
問
合
せ
／
子
育
て
支
援
課
子
育
て
推
進
係　

☎
内
線

163

子育て支援センター  ポポーのひろば

子育て支援センター  ぐんぐん
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特集　子育て支援センター・放課後児童クラブ

西
郷
、
大
久
保
、
冨
本
小
学
校
区

ぽ
っ
ぴ
ー
る
ー
む

　

市
は
、
平
成
28
年
4
月
か
ら
保
健
セ

ン
タ
ー
内
に
子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー「
ぽ
っ
ぴ
ー
る
ー
む
」を
開
設
し

ま
し
た
。
助
産
師
の
資
格
を
持
つ
母
子

保
健
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
や
保
健
師
、

管
理
栄
養
士
が
、
妊
娠
や
出
産
、
育
児

に
関
す
る
相
談
支
援
を
行
い
ま
す
。

■
問
合
せ
／
保
健
課　
　
　

☎
内
線

136

　

市
内
共
通
の
保
育
時
間
や
減
免
制
度

に
つ
い
て
は
、
市
報
11
月
１
日
号
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。
な
お
、
楯
岡
・
戸
沢
の

募
集
は
市
報
11
月
１
日
号
に
掲
載
し
て

お
り
、
袖
崎
・
大
高
根
の
募
集
は
１
月

１
日
号
に
掲
載
し
ま
す
。
詳
し
く
は
、

各
ク
ラ
ブ
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

登
録
料
は
年
額
３
、
０
０
０
円
で
す
。

■
コ
ス
モ
ス
き
っ
ず
ク
ラ
ブ

対
象　

西
郷
小
学
校
児
童

開
設
場
所　

西
郷
小
学
校
体
育
館
２
階

保
育
料　

・
通
年
会
員
（
通
年
利
用
）

月
額
５
、
０
０
０
円
～
８
、
０
０
０
円

・
随
時
会
員
（
随
時
利
用
）

日
額
１
、
０
０
０
円
～
１
、
５
０
０
円

募
集
期
間　

12
月
22
日

（金）
ま
で

申
込
み
／
コ
ス
モ
ス
き
っ
ず
ク
ラ
ブ

☎
（55）
９
３
４
８
（
午
前
10
時
30
分
～
午
後
６
時
）

■
Ｇ
о
Ｇ
о
キ
ッ
ズ
ク
ラ
ブ

対
象　

大
久
保
小
学
校
児
童

開
設
場
所　

大
久
保
小
学
校
ミ
ー
テ
ィ

ン
グ
ル
ー
ム
１

保
育
料　

・
毎
日
会
員
（
通
年
利
用
）

月
額
５
、
０
０
０
円
～
８
、
０
０
０
円

・
時
々
会
員
（
随
時
利
用
）

日
額
１
、
０
０
０
円
～
１
、
５
０
０
円

募
集
期
間　

12
月
28
日

（木）
ま
で

申
込
み
／
Ｇ
о
Ｇ
о
キ
ッ
ズ
ク
ラ
ブ

☎
（54）
３
３
９
０
（
午
後
１
時
～
６
時)

■
は
や
丸
キ
ッ
ズ
ク
ラ
ブ

対
象　

冨
本
小
学
校
児
童

開
設
場
所　

冨
本
小
学
校
体
育
館
多
目

的
室

保
育
料

・
毎
日
会
員
（
通
年
利
用
）

月
額
６
、
０
０
０
円
～
９
、
０
０
０
円

・
時
々
会
員
（
随
時
利
用
）

日
額
１
、
０
０
０
円
～
１
、
５
０
０
円

募
集
期
間　

平
成
30
年
１
月
12
日

（金）
ま
で

申
込
み
／
は
や
丸
キ
ッ
ズ
ク
ラ
ブ

☎
（54）
２
９
５
０
（
午
後
１
時
～
６
時
）

　

地
域
交
流
の
場
で
あ
る
「
じ
ば
サ
ロ

ン
」
が
特
徴
で
、
地
域
の
お
じ
い
ち
ゃ

ん
や
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
昔
遊
び
や
伝
統

料
理
な
ど
の
先
生
と
な
っ
て
、
子
育
て

中
の
方
や
お
子
さ
ん
と
世
代
を
越
え
た

交
流
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

開
設
日
時　

月
曜
～
土
曜
日
（
祝
日
・
年
末

年
始
を
除
く
）
、
午
前
９
時
～
午
後
３
時

■
こ
ろ
こ
ろ
ラ
ン
ド
（
出
前
保
育
）

　

ふ
た
ば
大
高
根
保
育
園
や
ふ
た
ば
袖

崎
保
育
園
に
出
向
い
て
、
工
作
な
ど
の

体
験
講
座
を
行
い
ま
す
。

■
育
児
講
座

　

未
就
学
児
の
親
子
を
対
象
に
、
リ
ト

ミ
ッ
ク
を
と
お
し
た
表
現
活
動
や
絵
本

の
読
み
聞
か
せ
な
ど
、
毎
月
、
親
子
で

参
加
で
き
る
講
座
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

■
問
合
せ
／
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

ど
ん
ぐ
り
広
場　
　
　

☎
（57）
２
４
２
９

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
利
用
会
員
の
募
集

子育て支援センター  どんぐり広場

特
集　

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
・
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

子
育
て
に
関
す
る
相
談
窓
口

■
一
般
的
な
子
育
て
に
関
す
る
悩
み
事

・
各
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
へ

■
妊
娠
、
出
産
、
授
乳
、
赤
ち
ゃ
ん

の
発
育
・
発
達
、
予
防
接
種
な
ど

・
ぽ
っ
ぴ
ー
る
ー
む
（
保
健
課
）

 
☎
内
線

136

■
ど
こ
に
相
談
し
た
ら
よ
い
か　

　

わ
か
ら
な
い
場
合

・
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
ポ
ポ
ー

　

の
ひ
ろ
ば
（
☎

（53）
０
９
０
１
）

　

へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
子
育
て

　

支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
が
適
切

　

な
相
談
先
を
ご
紹
介
し
ま
す
。
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子
育
て
応
援
情
報

ポポーのひろば ☎(53)0901
子育て支援センター

　ぐんぐん ☎(56)2002
子育て支援センター

どんぐり広場 ☎(57)2429
子育て支援センター

12月10日(日)、15日(金)、20日(水) 

9:30～11:30

ポポーのひろば

子育て・孫育ての個別相談

ふらっとルーム
日

会

内

12月7日(木) 10:30～11:00受付

ポポーのひろば

未就学児の身長・体重測定

ひだまり保健室
日

会

内

子育て中の方、おじいちゃん、

おばあちゃん、どなたでもどうぞ

①12月21日(木)　9:30～11:30

②12月26日(火)　9:30～11:30

ふたば大高根保育園

①クリスマス・パーティー

②もちつき大会

地域交流の場「じばサロン」

対

日

会

内

小学校入学前の親子

12月9日(土)　9:30～12:00

戸沢保育園

遊びの広場

弁当を持参して交流もできます。

ぐんぐん広場

日

会

内

対

他

保育施設等入所前の親子

①12月19日(火)　9:30～11:30

②12月22日(金)　9:30～11:30

①ちぐさ児童センター

②戸沢保育園

遊びの広場、季節の工作、おや

つの時間

ぐんぐんの「出前保育」

対

会

内

日

子育て支援課 ☎内線163
村山市役所

対 保育施設等入所前の親子

12月21日(木)　9:00～11:00

西郷児童センター

屋内の遊び場として開放
保育施設無料開放日

日

会

保育施設等入所前の親子

12月8日(金)　10:00～11:00 

戸沢地域市民センター

わらべうたと絵本の世界を楽し

みましょう。

講師　渡邉裕子氏

育児講座「おやこで楽しむわらべ
うた・絵本の世界」

対

会

内

日

他

平成30年1月21日(日)

①11:00～11:50、②14:00～14:50

甑葉プラザ甑葉ホール

おねえさんとピエロのコンサー

ト。12月1日からポポーのひろば

で無料入場整理券を配布します。

ゆかいなコンサート（整理券配布）

日

会

内

対 12月生まれのお子さん（3歳まで）

12月27日(水)　11:45～12:00

ポポーのひろば　　　

お誕生手形の受付は10:30まで

12月生まれのお誕生会

日

会

他

保育施設等入所前の親子

12月1日(金)　9:30～11:30

戸沢保育園

遊びの広場、身長・体重測定

わくわく広場

日

会

内

対

小学校入学前の親子

12月13日(水)　10:30～11:30

ふたば大高根保育園

講師　伊藤政幸氏

育児講座「体にやさしい幼児食」

対

日

会

他

保育施設等入所前の親子

①12月  2日(土) 10:00～11:30

②12月12日(火) 9:30～11:30

③12月21日(木) 9:30～11:30

①ふたば大高根保育園

②ふたば袖崎保育園

③ふたば大高根保育園

①生活発表会

②クリスマスツリー製作

③クリスマス・パーティー

ころころランド

対

日

会

内

1歳以上の親子

12月14日(木)　10:30～12:00

ポポーのひろば　　　必要

大人300円、小人200円

ケーキとプレゼントがあります。

クリスマス・カフェ
対

会

内

日

費

申

対 平成28年12月以降生まれの親子

12月22日(金)　10:30～12:00

ポポーのひろば　　　必要

300円（ケーキを準備します）

Babyママカフェ（クリスマス会）

日

会

費

子育て応援情報 ～交流イベント・講座情報～

表記の説明　　　対象　　　日時　　　会場　　　内容　　　参加費　　　持ち物　　　事前申込　　　その他持 申対 日 会 他費内

市内在住または市内勤務の方

12月5日(火)　10:30～12:00

甑葉プラザ研修室　　　必要

手帳セラピストさとうめぐみ氏

から手帳の書き方を学びます

1歳以上無料託児（定員20名）

ファミサポくらぶ「手帳で作る
わたしと家族の幸せ時間」
対

日

会

内

他

申

申
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市職員の給与の状況をお知らせします
　市職員の給与や職員数など人事行政の運営等についての公表は、地方公務員法に基づき「村山市人事行政

の運営等の状況の公表に関する条例」で定められています。市民の皆さんに市職員の給与や職員数などにつ

いてお知らせすることで、より分かりやすく開かれた行政にしていきます。

問総務課職員係　☎内線215　より詳しい内容についてはホームページでご覧になれます。
　　　　　　　　　　　　　　　https://www.city.murayama.lg.jp

平成28年度普通会計決算

人口(平成28年度末) 25,000人

歳出額(Ａ) 130億3,388万3千円

人件費(Ｂ) 23億1,604万9千円

人件費率(Ｂ／Ａ) 17.8％

※ 人件費には特別職(市長、副市長、議会の議員等)

に支給される給料、報酬などを含みます。

※人口は住民基本台帳を参考。

▶人件費の状況

平成28年度普通会計決算

職員数(A) 253人

給

与

費

給与 9億8,211万7千円

職員手当 1億5,402万9千円

期末勤勉手当 3億7,612万4千円

合計(Ｂ) 15億1,227万円

1人当たり給与費(Ｂ/Ａ) 597万7千円

※ 特別職および国保・下水道・介護特別会計、水道

企業会計から給与が支払われる職員を除きます。

※職員手当は退職手当を含みません。

▶職員給与費の状況

区分
25

年度
26

年度
27

年度
28

年度
29

年度

職員数
(4月1日現在)

311人 305人 297人 285人 281人

採用者
(4月1日現在)

9人 8人 7人 6人
10人

（2）

退職者
(前年度末)

11人 14人 15人 17人
15人

（1）

※特別職（教育長は28年度以降）を除きます。

※ 28年度以降の採用者・退職者は県教育庁からの

派遣職員（カッコ内表示）を含みます。

▶職員数の状況

平成29年4月1日現在

区分 平均年齢 平均給料月額 平均給与月額

一般行政職 42.7歳 328,400円 360,900円

技能労務職 48.1歳 311,300円 341,700円

※ 平均給与月額＝平均給料月額＋職員手当額

▶職員の平均給料・給与の月額および平均年齢

平成29年4月1日現在

区分 自己都合 勧奨・定年

支

給

率

勤続20年 20.455月分 25.55625月分

勤続25年 29.145月分 34.5825月分

勤続35年 41.325月分 49.59月分

最高限度額 49.59月分 49.59月分

その他の加算措置
定年前早期退職特例措置
(2～30％加算)

1人当たりの平均支給額 1,903万7千円

▶職員の退職手当

平成29年4月1日現在

区分
期末手当 勤勉手当

市 国 市 国

6月期 1.225月分 1.225月分 0.75月分 0.85月分

12月期 1.475月分 1.375月分 0.75月分 0.85月分

計 2.7月分 2.6月分 1.5月分 1.7月分

▶職員の期末・勤勉手当

(平成29年度)

区分 報酬月額等

報酬

議　長 435,000円

副議長 385,000円

議　員 360,000円

期末手当

６月期 基礎額の1.50月分

12月期 基礎額の1.65月分

計 3.15月分

▶市議会議員の報酬等

(平成29年度)

区分 給料月額等

給料（減額後の給料）

市　長 920,000(460,000)円

副市長 690,000(552,000)円

教育長 560,000(504,000)円

期末手当

6月期 基礎額の1.50月分

12月期 基礎額の1.65月分

計 3.15月分

※基礎額は報酬・減額前の給料に40％加算した額です。

※ 給料は、平成29年9月10日まで市長は50％、

副市長は20％、教育長は10％減額しています。

▶市長・副市長・教育長の給料等

市
職
員
の
給
与
状
況
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時
の
動
静
・
わ
れ
ら
地
域
お
こ
し
協
力
隊

時
の
動
静

市
長
が
市
の
動
き
を
お
伝
え
し
ま
す

Vol.

021
キーワードは

人口の推移①

　

前
回
の
時
の
動
静
で
「
財
政
基
盤
を
築
く
に
は
人
口
の
確
保
が
必
須
」
と
書
き
ま

し
た
。
今
回
は
、
そ
の
人
口
に
つ
い
て
述
べ
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

ま
ず
、
国
の
現
状
か
ら
見
ま
す
と
、
今
で
言
う
国
勢
調
査
が
最
初
に
行
わ
れ
た
大

正
9
年
（
１
９
２
０
年
）
か
ら
平
成
22
年
（
２
０
１
０
年
）
の
調
査
ま
で
、
一
貫
し

て
増
加
し
て
き
ま
し
た
。
そ
れ
が
平
成
27
年
（
２
０
１
５
年
）
の
調
査
で
初
め
て
減

少
に
転
じ
、
平
成
22
年
か
ら
96
万
人
減
の
1
億
２
７
０
９
万
人
と
な
り
ま
し
た
。
平

成
20
年
が
ピ
ー
ク
だ
っ
た
よ
う
で
、
こ
の
ま
ま
推
移
す
る
と
30
年
後
は
1
億
人
を
割

り
、
世
紀
末
に
は
5
千
万
人
を
割
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

人
口
の
増
減
に
大
き
く
関
与
す
る
の
が
「
出
生
率
（
合
計
特
殊
出
生
率
＝
1
人
の

女
性
が
一
生
で
産
む
子
ど
も
の
人
数
）
」
で
す
が
、
2
年
前
は
１
．
45
で
し
た
。
1

組
の
夫
婦
で
2.0
が
現
状
維
持
で
す
か
ら
、
子
ど
も
の
数
が
少
な
く
な
る
の
は
必
然
で

す
。

　

出
生
率
は
70
年
前
の
昭
和
22
年
は
4.3
以
上
あ
り
ま
し
た
が
、
28
年
後
の
昭
和
50
年

に
は
2.0
を
割
っ
て
い
ま
し
た
。
少
子
化
は
40
年
以
上
前
に
始
ま
っ
て
い
た
の
で
す
。

し
か
し
、
こ
の
こ
ろ
は
国
の
諮
問
機
関
で
さ
え
「
人
口
抑
制
」
の
議
論
を
し
て
い
ま

し
た
。

　

そ
れ
で
は
な
ぜ
、
平
成
20
年
ま
で
人
口
が
増
え
続
け
た
の
か
？
そ
れ
は
平
均
寿
命

が
延
び
た
か
ら
で
す
。
昭
和
25
年
の
平
均
寿
命
は
男
性
が
58
．
０
歳
、
女
性
は
61
．
５

歳
で
し
た
が
、
55
年
後
の
平
成
27
年
は
男
性
80
．
75
歳
、
女
性
86
．
99
歳
で
し
た
。

　

人
口
の
減
少
は
、
少
子
化
が
平
均
寿
命
の
伸
び
を
上
回
り
始
め
た
の
が
大
き
な
要

因
と
言
え
ま
す
。

　

次
回
は
、
そ
の
影
響
と
村
山
市
の
状
況
を
述
べ
ま
す
。

　

こ
ん
に
ち
は
、
国
際
交
流
員
の
ダ
ニ
エ

ル
で
す
。
今
月
か
ら
定
期
的
に
こ
の
コ
ー

ナ
ー
を
担
当
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

現
在
、
最
上
徳
内
記
念
館
に
勤
め
て
い
ま

す
。
全
国
に
３
０
０
人
以
上
い
る
国
際
交

流
員
の
中
で
も
、
記
念
館
の
よ
う
な
施
設

で
働
く
の
は
大
変
珍
し
い
こ
と
で
す
。
学

校
訪
問
や
通
訳
、
翻
訳
、
国
際
化
推
進
に

関
わ
る
仕
事
の
ほ
か
に
、
記
念
館
の
運
営

を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
う
い
っ
た

多
様
性
の
あ
る
仕
事
が
で
き
る
の
は
、
す

ば
ら
し
い
機
会
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
も
そ
も
、
な
ぜ
交
流
員
が
必
要
な
の

か
と
考
え
る
方
も
い
る
と
思
い
ま
す
。
私

た
ち
は
観
光
客
を
増
や
す
施
策
を
考
え
た

り
、
市
民
に
外
国
語
を
教
え
た
り
、
異
文

化
イ
ベ
ン
ト
を
開
い
た
り
、
市
を
国
際
的

に
す
る
仕
事
を
し
て
い
ま
す
。
で
は
、
そ

の
国
際
化
は
何
の
た
め
に
進
め
る
の
で

し
ょ
う
か
。
そ
れ
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
に

異
文
化
に
親
し
ん
で
も
ら
い
、
外
国
人
を

理
解
で
き
る
環
境
を
つ
く
る
た
め
で
す
。

今
、
世
界
は
グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
進
ん
で
お

り
、
国
際
関
係
や
貿
易
が
ま
す
ま
す
重
要

に
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
に
適
応
で
き
る

社
会
を
つ
く
り
、
経
済
力
を
も
っ
た
日
本

の
未
来
に
つ
な
げ
る
こ
と
が
最
終
的
な
目

標
だ
と
思
い
ま
す
。

　

日
本
を
好
き
に
な
っ
た
私
は
、
国
際
交

流
員
と
し
て
村
山
市
の
国
際
化
に
で
き
る

限
り
貢
献
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
の

で
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

Vol.
1

カナダ・バリー市民友好訪問団の通訳を、地域おこし協力隊のナジュワ

さん（写真左）と2人で担当しました。訪問団員の方（写真中央）とも

仲良くなり、さよならパーティーで一緒に写真を撮りました。

国際交流員の

　ダニエルです

　オランダ語で
  「こんにちは」は
  「Goededag

（フーデダッハ）」
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議
会
の
新
構
成
、
生
活
福
祉
情
報
、
国
民
年
金
情
報

市
議
会
の
新
構
成
が
決
定

議
長
に
長
南
誠
氏
、
副
議
長
に
秋
葉
新
一
氏

　

市
議
会
臨
時
会
が
11
月
1
日
、
2
日
に
開
催
さ
れ
、
1
日
に
行
わ
れ
た
正
副

議
長
選
挙
で
、
議
長
に
長
南
誠
氏
（
大
倉
）
が
、
副
議
長
に
秋
葉
新
一
氏
（
袖

崎
）
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

2
日
に
は
各
委
員
会
な
ど
の
構
成
が
決
ま
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
委
員
長
と
副
委

員
長
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

委員会などの構成（敬称略）

■常任委員会

総務文教常任委員会 産業厚生常任委員会

委員長 大山正弘 川田律子

副委員長 石澤祐一 菊池貞好

委員
秋葉新一、海老名幸司、中里芳之、

結城正、高橋菜穂子、菊池大二郎

長南誠、茨木久彌、森一弘、

佐藤昌昭、矢萩浩次、犬飼司

■議会運営委員会、議会だより編集委員会、特別委員会

議会運営委員会
議会だより

編集委員会

地方創生対策

特別委員会

委員長 海老名幸司 秋葉新一 高橋菜穂子

副委員長 中里芳之 川田律子 矢萩浩次

委員

大山正弘、結城正、

石澤祐一、菊池大二郎

石澤祐一、高橋菜穂子、

菊池大二郎、矢萩浩次、

犬飼司

海老名幸司、中里芳之、

菊池貞好、犬飼司

　

12
月
3
日
か
ら
9
日
は
障
が
い
者
週

間
で
す
。
山
形
県
で
は
障
が
い
者
週
間

に
合
わ
せ
た
県
独
自
の
取
組
み
と
し
て

12
月
を
「
障
が
い
者
差
別
解
消
強
化
月

間
」
と
し
て
設
定
し
て
い
ま
す
。
障
が

い
を
理
由
と
す
る
差
別
の
解
消
に
努
め

ま
し
ょ
う
。

■ 

不
当
な
差
別
的
取
扱
い
を
し
な
い
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う

（例）
障
が
い
を
理
由
に
窓
口
で
の
対
応
を

　

拒
ん
だ
り
順
番
を
後
回
し
に
す
る
の

　

は
や
め
ま
し
ょ
う
。

■
合
理
的
配
慮
の
提
供
に
努
め
ま
し
ょ
う

（例） 

会
社
、
お
店
等
の
事
業
者
は
筆
談
、

読
み
上
げ
、
手
話
等
に
よ
る
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
や
わ
か
り
や
す
い
表

現
で
説
明
す
る
な
ど
、
意
思
疎
通
の

た
め
の
配
慮
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

（例）
メ
ニ
ュ
ー
や
商
品
表
示
を
分
か
り
や

　

す
く
説
明
し
た
り
、
写
真
を
活
用
し

　

て
説
明
す
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

■
問
合
せ
／
福
祉
課
生
活
福
祉
係

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
内
線

146

12
月
は
障
が
い
者
差
別
解
消

強
化
月
間
で
す

　

平
成
29
年
中
に
老
齢
基
礎
年
金
を
受

け
と
っ
た
方
へ
「
公
的
年
金
等
の
源
泉

徴
収
票
」
が
平
成
30
年
1
月
に
送
付
さ

れ
ま
す
。
源
泉
徴
収
票
で
は
、
①
29
年

中
に
受
け
取
っ
た
年
金
の
総
額
、
②
社

会
保
険
料
と
し
て
控
除
さ
れ
た
金
額
、

③
源
泉
徴
収
税
額
、
④
控
除
の
内
容
を

お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
。

　

確
定
申
告
の
際
に
必
要
に
な
り
ま
す

の
で
大
切
に
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。

※ 

障
害
年
金
や
遺
族
年
金
は
非
課
税
と

な
っ
て
い
る
た
め
、
源
泉
徴
収
票
は

送
付
さ
れ
ま
せ
ん
。

■
戸
別
訪
問
や
電
話
で
の
納
付
依
頼

　

日
本
年
金
機
構
で
は
、
戸
別
訪
問
や

電
話
督
促
な
ど
国
民
年
金
納
付
を
促
す

業
務
を
行
っ
て
い
ま
す
。
訪
問
先
で
の

現
金
の
受
領
は
行
っ
て
い
ま
せ
ん
の
で

ご
注
意
く
だ
さ
い
。
戸
別
訪
問
は
委
託

業
者
の
㈱
ア
イ
ヴ
ィ
ジ
ッ
ト
が
行
い
ま
す
。

■
問
合
せ
／
寒
河
江
年
金
事
務
所

　
　

☎
０
２
３
７

(84)
２
５
５
１
ま
た
は

　
　

市
民
環
境
課
市
民
係　

☎
内
線
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公
的
年
金
等
の
源
泉
徴
収
票
が

送
付
さ
れ
ま
す

生

活

福

祉

情

報

国

民

年

金

情

報
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受章・受賞者のご紹介

受
章
・
受
賞
者
紹
介

平成29年秋の叙勲

瑞宝単光章

伊藤　眞一さん（楯岡）

　昭和47年から33年間、消防団

員として積極的に職務を遂行され

ました。平成9年からは分団長に

就任。現場活動の先頭に立ち、的

確な指揮統率で大きな功績をあげ

ました。また、自主防災会の強化

や団員の指導育成にも尽力されま

した。

第29回危険業務従事者叙勲

瑞宝双光章

黒田　敬宏さん（西郷）

第29回危険業務従事者叙勲

瑞宝単光章

　昭和50年から法務事務官とな

り、関東や山形県内の刑務所など

に勤務されました。山形刑務所米

沢拘置支所長、鶴岡拘置支所長を

歴任し、山形刑務所で上席統括矯

正処遇官となり平成21年に退職。

主に、受刑者の改善更生を指導す

る矯正業務に尽力されました。

山形県農業賞

　11月16日、農業の振興発展に尽

力された方へ表彰状が贈呈されま

した。

■大高根農場記念山形県農業賞

　高谷　尚市さん（大久保）

　昭和42年から警察官となり、

県警察本部や鶴岡、寒河江、小

国、酒田など県内各地の警察署に

勤務されました。

　主に地域課や警備2課で活躍

され、平成19年に退職されるま

で、災害対策や地域の安全安心を

守る活動に尽力されました。

社会福祉関係功労者

　11月13日、社会福祉事業に尽

力された方へ表彰状が贈呈されま

した。

■山形県知事表彰

・民生委員・児童委員功労者

　矢萩　幸子さん（西郷）

　秋田　知子さん（戸沢）

■山形県・県民福祉大会会長表彰

・民生委員・児童委員功労者

　平山　久夫さん（大倉）

　奥山よね子さん（大久保）

　大沼　　浩さん（冨本）

■山形県社会福祉協議会会長感謝状

　竹川　英一さん（楯岡）

　前山　由子さん（西郷）

山邉　孝史さん（楯岡）

献血功労者

■50回 吉岡　和弘さん（楯岡）

■30回 板垣　俊朗さん（楯岡）

 瀧田　　豊さん（楯岡）

 矢口　暁子さん（楯岡）

 木村　英夫さん（大久保）

 青柳　和重さん（大高根）

人権書道・人権作文コンテスト

■山形県小学生人権書道コンテスト

・山形地区奨励賞

　田中みなみさん（楯岡小5年）

　駒沢　望桜さん（袖崎小5年）

　高橋きあらさん（富並小5年）

　原田　愛翔さん（西郷小6年）

　佐藤　まなさん（大久保小6年）

　後藤　舞羽さん（冨本小6年）

　前田　葵和さん（戸沢小6年）

■全国中学生人権作文コンテスト

・山形地区奨励賞

　菊地　璃香さん（楯岡中1年）

　仲嶋　琉太さん（葉山中3年）

■人権書道展を開催します

　市内小学生から募集した人権に関

する書道作品367点を展示します。

期間　12月5日(火)～10日(日)

時間　午前9時～午後6時

　　　※10日は午後3時まで

会場　甑葉プラザ1階ロビー

改組新第4回日展

■入選

【洋画】　原田　一裕さん（楯岡）

【書道】　工藤　聖泉さん（大倉）

県社会教育連絡協議会表彰

　10月27日、社会教育事業に尽

力された方へ表彰状が贈呈されま

した。

■社会教育関係職員・社会教育委員表彰

　大場ひろみさん（楯岡）
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む
ら
や
ま
発
わ
だ
い
の
グ
ル
メ
め
ぐ
り

ブ
レ
ン
ド

   

コ
ー
ヒ
ー g

グ

リ

ー

ン

reen
 w

ウ

ッ

ド

o
o
d

 
c

コ

ー

ヒ

ー

o
ff

ee

住所：稲下21-5　電話：48-6984　営業時間：午前9時30分～午後6時　定休日：水曜日（12月31日から１月３日はお休み）

次回は、伊藤さんがお薦めの肉料理あんどう（楯岡）を取材します。

　

碁
点
橋
か
ら
西
へ
直
進
す
る
通
り
沿

い
に
あ
る
「
グ
リ
ー
ン
ウ
ッ
ド
コ
ー

ヒ
ー
」
は
、
今
年
5
月
に
開
店
し
た
新

し
い
お
店
で
す
。
店
主
の
伊
藤
直
人
さ

ん
（
戸
沢
）
と
妻
真
知
子
さ
ん
が
２
人

で
経
営
し
て
い
ま
す
。
２
人
は
神
奈
川

県
に
住
ん
で
い
ま
し
た
が
、
出
産
を
機

に
真
知
子
さ
ん
の
古
里
で
あ
る
稲
下
へ

の
U
タ
ー
ン
を
決
意
。
直
人
さ
ん
が

コ
ー
ヒ
ー
豆
焙
煎
の
仕
事
を
し
て
い
た

こ
と
を
生
か
し
、
夢
だ
っ
た
喫
茶
ス

ペ
ー
ス
を
備
え
た
コ
ー
ヒ
ー
専
門
店
を

オ
ー
プ
ン
さ
せ
ま
し
た
。

　

グ
リ
ー
ン
ウ
ッ
ド
コ
ー
ヒ
ー
で
特
に

人
気
な
の
が
3
種
類
の
ブ
レ
ン
ド
コ
ー

ヒ
ー
で
す
。
「
山
ブ
レ
ン
ド
」
は
ア
フ

リ
カ
系
の
豆
を
深
煎
り
に
仕
上
げ
て
い

る
た
め
、
重
厚
な
味
わ
い
。
「
海
ブ
レ

ン
ド
」
は
す
っ
き
り
と
し
た
軽
い
口
あ

た
り
が
特
長
で
飽
き
が
こ
な
い
た
め
、

朝
の
一
杯
に
お
勧
め
で
す
。
３
つ
目
が

季
節
に
合
わ
せ
た
ブ
レ
ン
ド
。
こ
れ
か

ら
は
「
冬
ブ
レ
ン
ド
」
が
登
場
し
、
雪

の
降
る
寒
い
季
節
に
ぴ
っ
た
り
の
コ
ー

ヒ
ー
が
楽
し
め
ま
す
。

　

グ
リ
ー
ン
ウ
ッ
ド
コ
ー
ヒ
ー
は
店
内

の
雰
囲
気
も
お
し
ゃ
れ
で
温
か
み
が
あ

り
ま
す
。
木
の
ぬ
く
も
り
が
感
じ
ら
れ

る
よ
う
、
カ
ウ
ン
タ
ー
や
テ
ー
ブ
ル
は

す
べ
て
２
人
で
手
作
り
し
た
そ
う
で

す
。
ま
た
、
棚
に
は
１
９
０
０
年
代
前

半
に
海
外
で
作
ら
れ
た
ビ
ン
テ
ー
ジ
の

コ
ー
ヒ
ー
器
具
や
、
直
人
さ
ん
の
友
人

が
作
っ
た
平
清
水
焼
の
オ
リ
ジ
ナ
ル

カ
ッ
プ
な
ど
が
展
示
さ
れ
て
お
り
、
そ

の
場
で
購
入
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

　

コ
ー
ヒ
ー
は
豆
、
焙
煎
、
入
れ
方
で

味
が
大
き
く
変
わ
り
ま
す
。
「
自
分
に

合
う
コ
ー
ヒ
ー
を
探
し
て
い
る
方
が
気

軽
に
立
ち
寄
れ
る
相
談
所
の
よ
う
な
場

所
に
な
れ
れ
ば
」
と
お
二
人
。
市
民
の

方
に
も
お
い
し
い
コ
ー
ヒ
ー
を
楽
し
ん

で
も
ら
い
た
い
そ
う
で
す
。

　

自
分
に
ぴ
っ
た
り
の
コ
ー
ヒ
ー
を
探

し
に
ま
ず
は
出
か
け
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

話
題
の
グ
ル
メ
を
召
し
上
が
れ
。

R347

最
上
川

ク
ア
ハ
ウ
ス
碁
点

むらやま わだいのグルメめぐり
むらやまに美味いものあり！

発
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ま
ち
の
話
題

厚岸町の海産物販売は今年も大人気

　市内で行われた催しや市にまつわる出来事などを取材

し、市民の皆さんに楽しい話題をお伝えします。

まちの話題まちの話題まちの話題

　

ふ
る
さ
と
フ
ェ
ア
村
山
が
11
月
３

日
、
甑
葉
プ
ラ
ザ
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
市
と
Ｊ
Ａ
み
ち
の
く
村
山
で
構
成

す
る
実
行
委
員
会
（
三
浦
康
彦
委
員

長
）
が
主
催
。
会
場
で
は
、
地
元
農
産

物
や
北
海
道
厚
岸
町
の
海
産
物
な
ど
の

ほ
か
、
村
山
市
産
里
芋
な
ど
を
使
っ
た

「
芋
煮
」
と
厚
岸
町
産
花
咲
ガ
ニ
を

使
っ
た
「
て
っ
ぽ
う
汁
」
も
販
売
さ

れ
、
買
い
求
め
る
人
で
行
列
が
で
き
て

い
ま
し
た
。
ま
た
、
県
産
米
新
品
種

「
雪
若
丸
」
の
試
食
や
リ
ン
ゴ
の
プ
レ

ゼ
ン
ト
、
厚
岸
町
の
物
産
が
当
た
る
抽

選
会
な
ど
も
行
わ
れ
、
会
場
は
終
始
大

勢
の
お
客
さ
ん
で
賑
わ
っ
て
い
ま
し
た
。

厚岸町の海産物販売は今年も大人気

芸
術
祭
シ
ン
ボ
ル
事
業

正
徳
会
30
周
年
記
念
発
表
会

　

10
月
29
日
、
第
53
回
村
山
市
芸
術
祭

シ
ン
ボ
ル
事
業
と
し
て
津
軽
三
味
線
貢

正
流
正
徳
会
（
三
山
正
徳
会
主
）
の
30

周
年
記
念
発
表
会
が
市
民
会
館
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

発
表
会
で
は
、
東
京
か
ら
参
加
し
た

60
人
と
地
元
演
奏
家
60
人
、
合
わ
せ
て

１
２
０
人
に
よ
る
迫
力
あ
る
三
味
線
合

奏
の
ほ
か
、
全
国
か
ら
集
ま
っ
た
民
謡

歌
手
の
皆
さ
ん
が
三
味
線
を
伴
奏
に
唄

を
披
露
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
市
内
各
民
謡
会
や
杉
島
諏
訪

太
鼓
保
存
会
、
名
星
太
鼓
ば
あ
ち
ゃ
ん

連
も
演
奏
を
披
露
し
、
会
場
か
ら
は
大

き
な
拍
手
が
送
ら
れ
て
い
ま
し
た
。　

120 人の三味線演奏者による大合奏

ふ
る
さ
と
フ
ェ
ア

市
出
身
チ
ャ
ッ
ク
・
タ
イ
ナ
さ
ん

ミ
ス
コ
ン
テ
ス
ト
で
日
本
代
表
に

　

戸
沢
・
大
槇
出
身
の
大
学
4
年
生

チ
ャ
ッ
ク
・
タ
イ
ナ
さ
ん
が
9
月
24

日
、
ミ
ス
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
・
ワ
ー
ル

ド
・
ジ
ャ
パ
ン
２
０
１
８
で
日
本
代
表

に
選
ば
れ
ま
し
た
。
こ
の
大
会
は
観
光

を
通
じ
て
各
国
の
美
し
さ
を
た
た
え
あ

う
コ
ン
テ
ス
ト
で
、
タ
イ
ナ
さ
ん
は
代

表
と
し
て
1
年
間
、
世
界
中
に
日
本
の

魅
力
を
発
信
し
て
い
き
ま
す
。
11
月
17

日
、
タ
イ
ナ
さ
ん
は
村
山
市
を
訪
れ
、

最
上
川
の
景
色
や
板
そ
ば
な
ど
を
紹
介

す
る
Ｐ
Ｒ
動
画
を
撮
影
。
動
画
は
60
か

国
以
上
が
参
加
す
る
来
年
度
の
世
界
大

会
に
む
け
、
完
成
次
第
、
大
会
公
式
動

画
サ
イ
ト
で
公
開
さ
れ
ま
す
。

最上川美術館で最上川をバックに撮影を行うタイナさん
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ま
ち
の
話
題

　

男
性
が
花
嫁
、
女
性
が
花
婿
に
扮
す

る
楯
岡
馬
場
地
区
の
伝
統
行
事
「
む
じ

な
の
む
か
さ
り
」
が
11
月
12
日
、
馬
場

町
内
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
行
事

は
、
子
孫
繁
栄
と
豊
作
を
願
い
大
正
元

年
か
ら
始
ま
っ
た
も
の
で
、
平
成
2
年

か
ら
男
女
が
入
れ
替
わ
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
今
年
の
花
嫁
役
は
堀
井
翔
太

さ
ん
、
花
婿
役
は
村
岡
李
子
さ
ん
の
お

二
人
。
三
三
九
度
な
ど
の
儀
式
を
終
え

た
後
、
夫
婦
役
の
二
人
は
た
い
ま
つ
を

持
っ
た
子
ど
も
た
ち
と
共
に
「
む
か
さ

り
行
列
」
と
し
て
町
内
を
練
り
歩
き
ま

し
た
。
辺
り
は
、
た
い
ま
つ
の
灯
り
で

幻
想
的
な
雰
囲
気
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

む
じ
な
の
む
か
さ
り

馬場町内を練り歩くむかさり行列

　

河
島
山
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
が
分
譲
し
て

か
ら
20
年
を
迎
え
、
河
島
山
自
治
会

（
工
藤
和
男
会
長
）
で
は
、
今
年
度
さ

ま
ざ
ま
な
記
念
事
業
に
取
り
組
ん
で
き

ま
し
た
。
8
月
1
日
に
開
催
し
た
河
島

山
夏
ま
つ
り
で
は
地
区
に
貢
献
し
た
個

人
・
団
体
を
表
彰
。
10
月
22
日
の
「
う

ま
い
も
の
フ
ェ
ア
＆
バ
ザ
ー
」
で
は
地

区
内
の
全
世
帯
に
芋
煮
を
振
舞
っ
た
ほ

か
、
品
物
を
持
ち
寄
り
バ
ザ
ー
を
実

施
。
収
益
金
で
持
ち
運
び
可
能
な
ホ
ワ

イ
ト
ボ
ー
ド
を
購
入
し
、
西
郷
小
学
校

に
寄
贈
し
ま
し
た
。
ま
た
、
20
周
年
記

念
誌
も
11
月
に
完
成
し
、
地
区
内
全
戸

に
配
布
さ
れ
ま
し
た
。

河
島
山
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
20
周
年

記
念
事
業
を
実
施

たくさんの品物が並んだバザー

　

11
月
19
日
、
友
好
都
市
東
京
都
台
東

区
の
浅
草
寺
境
内
で
「
大
わ
ら
じ
の
里

山
形
県
村
山
市
観
光
物
産
展
」
を
開
催

し
ま
し
た
。
新
米
や
果
物
、
地
酒
な
ど

の
特
産
品
を
販
売
し
た
ほ
か
、
徳
内
ば

や
し
の
演
舞
も
行
い
、
大
勢
の
観
光
客

が
足
を
と
め
て
い
ま
し
た
。

　

会
場
内
に
は
村
山
市
の
観
光
案
内

ブ
ー
ス
を
設
置
し
、
来
年
度
に
行
わ
れ

る
大
わ
ら
じ
奉
納
に
つ
い
て
も
Ｐ
Ｒ
。

ま
た
、
首
都
圏
在
住
の
村
山
市
出
身
者

に
よ
る
東
京
村
山
会
（
菊
地
栄
吉
会

長
）
会
員
の
皆
さ
ん
に
も
運
営
に
協
力

を
い
た
だ
き
、
大
い
に
村
山
市
を
Ｐ
Ｒ

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

浅
草
寺
境
内
で

村
山
市
の
物
産
展
を
開
催

大勢のお客さんで賑わった物産展会場

　

11
月
19
日
、
河
瀬
直
美
講
演
会
「
映

画
制
作
へ
の
思
い
」
を
市
民
会
館
で
開

催
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
む
ら
や
ま
教

育
の
日
に
あ
わ
せ
て
、
Ｇ
Ｏ
Ｇ
Ｏ
！
む

ら
や
ま
夢
大
学
の
講
座
と
し
て
行
っ

た
も
の
で
す
。
河
瀬
直
美
さ
ん
は
、

１
９
９
７
年
に
劇
場
映
画
デ
ビ
ュ
ー
作

「
萌
の
朱
雀
」
で
カ
ン
ヌ
国
際
映
画
祭

新
人
監
督
賞
を
史
上
最
年
少
で
受
賞
す

る
な
ど
、
世
界
で
活
躍
す
る
映
画
作
家

で
す
。
講
演
会
は
、
河
瀬
さ
ん
の
作
品

を
一
部
上
映
し
な
が
ら
映
画
制
作
の

き
っ
か
け
や
カ
ン
ヌ
国
際
映
画
祭
受
賞

式
の
様
子
な
ど
貴
重
な
話
を
聞
け
る
良

い
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

笑顔を交えながら話す河瀬直美さん

河
瀬
直
美
講
演
会
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お知らせお知らせ
むらやま

情報局

②
2
月
5
日

（月）

　

午
前
9
時
30
分
～
午
後
2
時
30
分

③
2
月
21
日

（水）
午
前
10
時
～
11
時
30
分

会
場　

甑
葉
プ
ラ
ザ

内
容

①
基
本
料
理
の
実
習
と
健
康
体
操

②
プ
ロ
に
学
ぶ
和
食
の
基
本
と
健
康
体
操

③
健
康
体
操

参
加
費　

５
０
０
円
（
３
回
セ
ッ
ト
）

持
ち
物　

エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
タ
オ

ル
、
動
き
や
す
い
服
装
、
運
動
靴
な
ど

申
込
期
間　

12
月
１
日

（金）
～
22
日

（金）　

先
着
18
名

■
問
合
せ
／
保
健
課　
　
　

☎
内
線

136

ふ
る
さ
と
奨
学
ロ
ー
ン
の
ご
案
内

　

修
学
終
了
後
、
県
内
に
就
職
し
た
場

合
は
、
そ
れ
以
降
の
利
子
に
対
し
、
元

金
３
０
０
万
円
を
限
度
と
し
て
教
育
基

金
協
会
の
利
子
補
給
（
年
2
．
00
％
）

が
受
け
ら
れ
る
教
育
ロ
ー
ン
で
す
。

資
金
の
用
途　

大
学
・
短
期
大
学
・
高

等
学
校
・
専
門
学
校
な
ど
で
修
学
す
る

た
め
の
学
資
資
金
お
よ
び
生
活
資
金

融
資
額　

１
、
０
０
０
万
円
以
内

金
利　

年
1
．
95
％
～
3
．
15
％
（
固

定
金
利
・
保
証
料
不
要
）

　

ま
た
、
冬
期
間
は
水
道
管
の
事
故
が

増
え
ま
す
。
凍
結
・
降
雪
な
ど
が
原
因

の
漏
水
は
、
漏
水
し
た
分
の
料
金
も
使

用
者
の
負
担
と
な
り
ま
す
。
事
故
が
起

き
な
い
よ
う
、
長
期
間
使
わ
な
い
場
合

は
水
抜
き
、
雪
囲
い
な
ど
を
行
い
、

し
っ
か
り
と
管
理
し
ま
し
ょ
う
。

■
問
合
せ
／
水
道
課　
　
　

☎
内
線

183

市
指
定
給
水
装
置
工
事
事
業
者
お
よ
び

市
指
定
下
水
道
工
事
店
の
指
定

　

次
の
業
者
を
指
定
し
ま
し
た
。

事
業
者
名　

最
上
ガ
ス
株
式
会
社

事
業
所
所
在
地

新
庄
市
金
沢
字
梨
の
木
２
１
７
１
‐
１

連
絡
先　

０
２
３
３

（22）
１
７
１
９

■
問
合
せ
／
水
道
課　
　
　

☎
内
線

181

男
の
腕
ま
く
り
講
座

　

料
理
実
習
と
健
康
体
操
を
セ
ッ
ト
に

し
た
体
験
型
の
健
康
講
座
で
す
。
市
内

在
住
の
男
性
が
対
象
。
料
理
が
初
め
て

の
方
で
も
大
丈
夫
で
す
。
3
回
セ
ッ
ト

で
、
事
前
申
込
み
が
必
要
で
す
。

日
時

①
平
成
30
年
1
月
25
日

（木）

　

午
前
9
時
～
午
後
2
時
30
分

在
の
土
地
、
家
屋
、
償
却
資
産
の
所
有

者
に
課
税
さ
れ
る
税
金
で
す
。
家
屋
の

異
動
を
把
握
す
る
た
め
、
次
の
方
は
手

続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。
届
出
の
用
紙

は
税
務
課
に
あ
り
ま
す
。

■
建
物
を
解
体
し
た
場
合

　

12
月
31
日
ま
で
に
建
物
を
解
体
し
た

場
合
は
、
「
家
屋
滅
失
届
」
を
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。
滅
失
が
確
認
さ
れ
れ

ば
、
平
成
30
年
度
か
ら
固
定
資
産
税
は

課
税
さ
れ
ま
せ
ん
。

■
建
物
を
新
築
、
増
築
し
た
場
合

　

平
成
30
年
1
月
1
日
ま
で
に
建
物
を

新
築
、
増
築
し
た
場
合
、
平
成
30
年
度

か
ら
固
定
資
産
税
が
課
税
さ
れ
ま
す
。

　

該
当
す
る
方
で
ま
だ
建
物
の
調
査
を

受
け
て
い
な
い
場
合
は
、
「
家
屋
新

（
増
）
築
届
」
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ
／
税
務
課　
　
　

☎
内
線

124

冬
期
間
の
水
道
料
金
と

水
道
管
の
管
理

　

積
雪
な
ど
に
よ
り
検
針
が
困
難
な
場

合
、
過
去
1
年
間
に
使
用
し
た
水
量
を

も
と
に
料
金
を
推
定
し
、
請
求
し
ま

す
。
そ
の
後
、
雪
が
解
け
、
検
針
が
で

き
た
時
点
で
精
算
し
ま
す
。

冬
の
交
通
安
全
県
民
運
動

■
運
動
期
間　

12
月
1
日

（金）
～
10
日

（日）

　

冬
季
は
降
雪
や
凍
結
等
に
よ
り
道
路

環
境
が
悪
化
し
、
危
険
性
が
増
す
時
期

で
す
。
特
に
12
月
は
交
通
事
故
の
発
生

が
最
も
多
い
月
で
す
。
ま
た
、
年
末
は

飲
酒
の
機
会
も
多
く
な
る
た
め
飲
酒
運

転
に
よ
る
事
故
の
多
発
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。

　

皆
さ
ん
で
交
通
ル
ー
ル
を
守
り
、
悲

惨
な
交
通
事
故
を
な
く
し
ま
し
ょ
う
。

■
問
合
せ
／
市
民
環
境
課　

☎
内
線

114

固
定
資
産
家
屋
の
異
動
届

　

固
定
資
産
税
は
、
毎
年
1
月
1
日
現

お
知
ら
せ

市
か
ら
の
お
知
ら
せ
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お
知
ら
せ

返
済
期
間　

10
年
以
内

■
申
込
先
／
東
北
労
働
金
庫
村
山
支
店

　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
（55）
５
１
１
５

■
問
合
せ
／
商
工
観
光
課　

☎
内
線

153

冬
の
セ
ン
タ
ー
ま
つ
り

　

子
ど
も
映
画
上
映
や
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ

ム
な
ど
、
親
子
で
楽
し
め
る
企
画
を
た

く
さ
ん
用
意
し
て
い
ま
す
。
入
場
無
料

で
す
。

日
時

12
月
16
日

（土）　

午
前
9
時
～
午
後
5
時

 

午
後
６
時
30
分
～
９
時

　
　

17
日

（日）　

午
前
9
時
～
午
後
4
時

会
場　

北
村
山
視
聴
覚
教
育
セ
ン
タ
ー

■
問
合
せ
／
北
村
山
視
聴
覚
教
育
セ
ン

タ
ー　
　
　
　
　
　
　

☎
（55）
４
２
１
１

や
ど
お
か
り
カ
フ
ェ

お
さ
か
な
屋
さ
ん
で
プ
ロ
の
技
を
学
ぼ
う

　

包
丁
で
の
刺
身
の
ひ
き
方
、
飾
り
包

丁
の
技
を
学
べ
ま
す
。
ひ
い
た
刺
身
で

手
巻
き
寿
司
を
作
っ
て
食
べ
ま
す
。
小

学
生
以
上
の
親
子
が
対
象
。
事
前
申
込

み
が
必
要
で
す
。

期
日　

12
月
10
日

（日）　

時
間　

午
前
10
時
30
分
～
午
後
1
時

会
場　

麻
屋
魚
店

参
加
費　

大
人
１
、
０
０
０
円

子
ど
も
５
０
０
円
（
ラ
ン
チ
代
込
）

持
ち
物　

包
丁
、
ま
な
板

申
込
期
限　

12
月
6
日

（水）　

先
着
10
組

■
問
合
せ
／
地
域
お
こ
し
協
力
隊
（
大
山
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
内
線

274

市
民
行
政
相
談

　

行
政
機
関
へ
苦
情
、
要
望
、
困
り
ご

と
な
ど
に
行
政
相
談
委
員
が
応
じ
ま
す
。

日
時　

12
月
14
日

（木）
午
後
1
時
～
3
時

会
場　

農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

■
問
合
せ
／
市
民
環
境
課　

☎
内
線

110

不
動
産
無
料
相
談

　

不
動
産
（
土
地
・
建
物
）
全
般
に
つ

い
て
宅
地
建
物
取
引
士
が
相
談
に
応
じ

ま
す
。
事
前
予
約
が
必
要
で
す
。

日
時　

12
月
13
日

（水）
午
前
10
時
～
正
午

会
場　

甑
葉
プ
ラ
ザ

■
問
合
せ
／
（
公
社
）
県
宅
地
建
物
取

引
業
協
会
☎
０
２
３
（
６
５
２
）
９
０
７
０

北
村
山
公
立
病
院
職
員
採
用
試
験

募
集
職
種
お
よ
び
採
用
予
定
人
員

薬
剤
師
1
名
、
看
護
師
6
名

試
験
日
時

平
成
30
年
1
月
16
日

（火）
午
後
1
時
30
分
～

試
験
会
場　

北
村
山
公
立
病
院

試
験
種
目　

作
文
・
面
接
試
験

受
験
資
格　

資
格
免
許
を
取
得
ま
た
は

平
成
30
年
6
月
末
ま
で
に
取
得
見
込
み

の
方
。
薬
剤
師
は
昭
和
62
年
4
月
2
日

以
降
に
生
ま
れ
た
方
。
看
護
師
は
昭
和

健康な髪に！

毛染めを変えて

天然植物成分100％

◆ヘナカラー　　　￥6,000～

◆カット　　　　　￥3,000

　　　　
～お問合せ・ご予約～

お気軽に

℡52-3317

ヘアー ・ ネイル ・ リラックス

美　道（びどう）

年齢と共に増える髪の悩み

くせ毛 抜け毛

白髪

広がり かぶれ

こんな方におすすめ

（税別）

広
告

広
告

市
以
外
か
ら
の
お
知
ら
せ

困
り
ご
と
・
相
談

資
格
・
試
験

予約受付：12月20日（水）まで／お渡し12月31日 13時より
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お
知
ら
せ

52
年
4
月
2
日
以
降
に
生
ま
れ
た
方
。

申
込
期
限　

平
成
30
年
1
月
9
日

（火）

※
土
曜
・
日
曜
日
、
祝
日
、
12
月
29
日

（金）

か
ら
平
成
30
年
1
月
3
日

（水）
を
除
く
。

受
付
時
間　

午
前
8
時
30
分
～
午
後
5
時
15
分

■
問
合
せ
／
北
村
山
公
立
病
院
経
営
管
理
課

　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
（42）
２
１
１
１

12
月
4
日
か
ら
10
日
は
人
権
週
間

　

不
当
な
差
別
や
い
じ
め
な
ど
、
人
権

問
題
で
お
困
り
の
際
は
、
一
人
で
悩
ま

ず
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
人
権
擁
護
委
員

が
さ
ま
ざ
ま
な
相
談
に
応
じ
ま
す
。
秘

密
厳
守
、
無
料
で
す
。

■
人
権
な
ん
で
も
相
談
所

日
時　

12
月
10
日

（日）
午
前
10
時
～
午
後
3
時

会
場　

甑
葉
プ
ラ
ザ

■
市
内
の
人
権
擁
護
委
員

金
谷
正
實
さ
ん
、
横
尾
喜
惠
子
さ
ん
、

小
関
典
子
さ
ん
、
板
垣
和
司
さ
ん
（
以

上
楯
岡
）
、
工
藤
一
男
さ
ん
（
西

郷
）
、
高
橋
春
實
さ
ん
（
戸
沢
）
、

大
場
ち
が
子
さ
ん
（
大
高
根
）

■
問
合
せ
／
山
形
地
方
法
務
局

 

☎
０
２
３
（
６
２
５
）
１
３
２
１

道
の
駅
む
ら
や
ま
の
休
館
日

　

施
設
機
械
整
備
点
検
お
よ
び
清
掃
の

た
め
休
館
と
な
り
ま
す
。

期
間　

12
月
12
日

（火）
～
14
日

（木）

■
問
合
せ
／
道
の
駅
む
ら
や
ま

　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
（55）
７
１
０
０

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座

　

認
知
症
に
つ
い
て
正
し
く
理
解
し
、

認
知
症
の
方
や
そ
の
家
族
を
見
守
り
、

で
き
る
範
囲
で
応
援
す
る
認
知
症
サ

ポ
ー
タ
ー
の
養
成
講
座
で
す
。
事
前
申

込
み
が
必
要
で
す
。

期
日　

平
成
30
年
1
月
24
日

（水）

時
間　

昼
の
部　

午
後
1
時
30
分
～
3
時

　
　
　

夜
の
部　

午
後
6
時
30
分
～
8
時

会
場　

市
福
祉
セ
ン
タ
ー

申
込
期
限　

12
月
25
日

（月）

■
問
合
せ
／

（福）
市
社
会
福
祉
協
議
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
（53）
９
１
２
３

住
宅
借
入
金
等
特
別
控
除
説
明
会

　

平
成
29
年
中
に
新
築
住
宅
を
取
得
し
、

住
宅
ロ
ー
ン
控
除
の
適
用
を
受
け
る
方

を
対
象
に
申
告
書
作
成
説
明
会
を
開
催

し
ま
す
。
事
前
申
込
み
が
必
要
で
す
。

期
日　

平
成
30
年
1
月
24
日

（水）
、
25
日

（木）

時
間　

①
午
前
９
時
30
分
～
正
午

　
　
　

②
午
後
１
時
30
分
～
４
時

会
場　

北
村
山
地
域
振
興
局

申
込
期
限　

12
月
22
日

（金）

■
問
合
せ
／
村
山
税
務
署
☎

（53）
２
１
５
１

県
営
住
宅
入
居
者
募
集

■
県
営
楯
岡
ア
パ
ー
ト
（
笛
田
）

募
集
戸
数　

2
戸
（
2
階
・
4
階
、
3
Ｄ
Ｋ
）

入
居
資
格　

現
に
同
居
し
、
ま
た
は
同

居
し
よ
う
と
す
る
親
族
が
お
り
、
所
得

が
公
営
住
宅
法
規
定
に
該
当
す
る
方

受
付
期
間　

12
月
1
日

（金）
～
7
日

（木）
消

印
有
効
（
12
月
4
日

（月）
は
休
館
）

受
付
時
間　

午
前
10
時
～
午
後
6
時

必
要
書
類　

県
営
住
宅
申
込
書
、
62
円

切
手
2
枚

■
問
合
せ
／
県
す
ま
い
情
報
セ
ン
タ
ー

　
　

☎
０
２
３
（
６
４
７
）
０
７
８
１

北
朝
鮮
人
権
侵
害
問
題
啓
発
週
間

　

12
月
10
日

（日）
か
ら
16
日

（土）
は
、
北
朝

鮮
人
権
侵
害
問
題
啓
発
週
間
で
す
。
拉

致
問
題
な
ど
の
人
権
侵
害
問
題
に
つ
い

て
、
関
心
と
認
識
を
深
め
ま
し
ょ
う
。

■
問
合
せ
／
村
山
警
察
署
☎

（52）
０
１
１
０

書
初
め
大
会
用
書
道
教
室

　

小
学
生
の
書
初
め
大
会
に
む
け
て
の

練
習
会
で
す
。
小
学
生
と
そ
の
保
護
者

が
対
象
。
事
前
申
込
み
が
必
要
で
す
。

期
日　

12
月
16
日

（土）
午
前
9
時
30
分
～
11
時
30
分

会
場　

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

持
ち
物　

用
紙
を
除
く
書
道
用
具
一
式

受
講
料　

1
組
５
０
０
円

申
込
期
限　

12
月
9
日

（土）　

先
着
15
組

■
問
合
せ
／
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
（54）
２
３
２
０

自
衛
隊
大
高
根
演
習
場

12
月
の
訓
練
予
定

中
隊
練
成
訓
練
＝
8
日

（金）
～
12
日

（火）
、

離
着
陸
訓
練
＝
1
日

（金）
～
27
日

（水）
の
平
日

■
問
合
せ
／
神
町
駐
屯
地
☎

（48）
１
１
５
１

催
し
・
そ
の
他

■防災無線の内容を確認した

　いとき

　☎(53)6644

■火事の発生場所や消火状況

　を確認したいとき

　☎(55)0119

※ 2つのテレホンサービスでは、
放送内容や火事についての自動
録音音声が流れます。



19 広報　市民の友　むらやま　　29.12.1

お
知
ら
せ

　式典やお祝いセレモニーのほか、合唱曲「COSMOS（コスモス）」で

知られる、音楽ユニットAquamarine（アクアマリン）のミニライブを企

画しています。家族やお友達はもちろん、どなたでも参加することができ

ます。ぜひ、お越しください。

期日　平成30年1月7日(日)

時間　午前11時～午後0時30分（受付　午前10時～）

会場　市民会館大ホール

対象　 平成9年4月2日から平成10年4月1日生まれの方で、市内在住もし

くは村山市出身で就職進学などのため市外に居住されている方

■問合せ／生涯学習課生涯学習係　☎内線331

平成30年成人式

　新しい一年のはじまりを皆さんで一緒にお祝いしませんか。会食や三味

線民謡の発表、お茶席、大抽選会を行います。

　和服を着てきた方には粗品をプレゼントします。

日時　平成30年1月4日(木)　午後3時～（90分程度）

会場　甑葉プラザ

会費　1,000円

申込方法　 12月19日(火)まで会費を添えて、総務課または各地域市民セン

ターへお申し込みください。

■問合せ／総務課庶務係　☎内線211

平成30年新年祝賀会

広
告

楯岡キリスト教会プレゼンツ

クリスマス
　 コンサート

2017

演奏 /デュオ・グラシア
開場 /PM 1：30　開演 /PM 2：00

会場 /楯岡キリスト教会

　　　（輝認定こども園隣）☎0237(55)6028

後援 /村山市社会福祉協議会

　　　㈱菅野時計店・輝認定こども園

　　　NPO法人ベテスダ

12月17日（日）

入場無料

重厚なチェロの音色と

軽快なピアノの響き！

広
告

歴史文化基本構想調査報告・講演会

　今年2月、最上徳内記念館と日本博物館シーボルトハウス（オランダ・

ライデン市）が友好博物館協定を締結しました。

　これを契機に、市が策定を目指している文化財の保存・活用の指針を示

す「歴史文化基本構想」の事業の一環として、村山市初となる調査団をオ

ランダ・ドイツに派遣し、地図や樹木標本など最上徳内・シーボルト関係

資料の調査を行いました。

　今回は、ドイツのボン大学名誉教授のヨーゼフ・クライナー氏をお呼び

して最上徳内とシーボルトに関する特別講演と歴史文化基本構想に向けた

取組みや調査報告を行います。参加無料。直接会場へお越しください。

日時　12月17日(日)　午後3時～5時30分

会場　クアハウス碁点

特別講演　「徳内・シーボルトとヨーロッパ

　　　　　　のアイヌ研究」

　　　　　　講師　ボン大学名誉教授

　　　　　　　　　ヨーゼフ・クライナー氏

調査報告　「徳内はシーボルトになにを託したのか

　　　　　　～ライデン大学図書館の徳内資料～」

　　　　　　講師　明治大学教授　居駒永幸氏

※ 最上徳内記念館では、企画展「オランダ・ドイツ調査団報告展」を

12月15日(金)から平成30年2月6日(火)まで開催します。詳細は、市報

12月15日号でお知らせします。

■問合せ／生涯学習課文化係　☎内線333

ヨーゼフ・クライナー氏

MURAYAMA HotNewsMURAYAMA HotNews
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※住民基本台帳法の一部改正に伴い、日本人と外国人の合計数になります。

村山市の人口（11月1日現在）：24,766人 男：11,998人 女：12,768人 世帯数：8,228戸

楯
岡
中
学
校

「

全
力
・
全
進
・
全
開
」

で

 

文
武
両
道
を
目
指
す

　

楯
岡
中
学
校
生
徒
会
の
今
年
度
の
ス
ロ
ー
ガ
ン

は
「
全
力
・
全
進
・
全
開
」
で
す
。
全
員
が
全
力

で
同
じ
方
向
に
向
か
っ
て
進
み
、
大
き
く
花
を
開

か
せ
る
と
い
う
意
味
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ

の
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
も
と
勉
強
や
部
活
動
な
ど
に
取

り
組
ん
だ
結
果
、
今
年
、
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
成

果
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

北
村
山
地
区
の
中
学
生
が
参
加
し
た
北
村
山
英

語
弁
論
大
会
で
は
1
位
、
3
位
に
入
賞
。
県
大
会

で
も
2
位
を
獲
得
し
、
高
円
宮
杯
全
日
本
中
学
校

英
語
弁
論
大
会
へ
の
出
場
を
決
め
ま
し
た
。
ま

た
、
県
少
年
の
主
張
村
山
地
区
大
会
で
は
、
最
優

秀
賞
と
優
秀
賞
を
獲
得
。

　

さ
ら
に
、
情
報
科
学
部
が
参
加
し
た
県
統
計
グ

ラ
フ
コ
ン
ク
ー
ル
で
は
県
教
育
長
賞
を
受
賞
。
グ

ラ
フ
の
見
せ
方
な
ど
を
研
究
し
、
参
加
4
年
目
で

の
快
挙
と
な
り
ま
し
た
。

　

ス
ポ
ー
ツ
面
に
お
い
て
は
、
県
大
会
団
体
で
新

体
操
部
と
柔
道
部
女
子
が
1
位
、
サ
ッ
カ
ー
部
3

位
、
個
人
種
目
で
も
体
操
部
や
柔
道
部
、
陸
上
部

が
入
賞
。
東
北
大
会
へ
出
場
し
、
柔
道
男
子
個
人

が
１
位
と
な
り
ま
し
た
。
柔
道
女
子
団
体
と
男

子
・
女
子
個
人
は
、
全
国
大
会
に
も
出
場
し
て
い

ま
す
。

　

今
年
の
成
績
は
、
先
輩
た
ち
が
ま
い
た
種
を
全

校
生
が
全
力
で
目
標
に
向
か
っ
て
育
て
た
結
果
で

す
。
文
武
両
道
の
楯
岡
中
を
目
指
し
、
さ
ら
に
一

人
ひ
と
り
が
活
躍
で
き
る
よ
う
、
今
後
も
学
校
全

体
で
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
き
ま
す
。

↑県統計グラフコンクール受賞作品「夢への懸け橋」。

　 将来の職業について2年生131人にアンケートをと

り、わかりやすいグラフで表しました。

↑ブルガリア新体操選手団が学校訪問をした際、選手団と生徒全員で記念撮影

↑優秀な成績を収めた柔道部

↑市ホームページ ↑市観光アプリ ↑子育て支援アプリ

↑全国大会出場を決めた英語弁論


